
二 教十
一 大

二
人 授

学

五 助
予

教
科

人 授

九
人

二
十
三
人

教
授大
学
予
科二

人
五
人

助
教
授

一橋新闘953

二
改
ム

附
則
　
本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

今
般
神
戸
商
大
予
科
開
設
に
伴
ひ
、
従
来
官
立
商
業
大
学
令
に
東
京
商
科
大
学
に

予
科
を
お
く
と
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
が
抱
括
的
に
官
立
商
業
大
学
に
予
科
を
お
く
と

改
正
さ
れ
、
同
時
に
予
科
主
事
の
名
称
が
予
科
長
と
改
め
ら
れ
た
旨
勅
令
を
以
て

公
布
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
一
時
は
大
学
の
名
称
が
官
立
商
業
大
学
と
か

は
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
い
ふ
問
合
せ
が
如
水
会
方
面
か
ら
も
来
た
が
こ
の
改

正
は
両
商
大
予
科
を
抱
括
的
名
称
で
統
一
す
る
為
の
も
の
で
、
本
学
の
名
称
に
も

内
容
に
も
何
等
変
化
を
来
す
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
〇
七
号
（
昭
和
十
五
年
五
月
十
日
）

引
後
任
学
長
に
高
瀬
教
授

　
二
十
四
日
閣
議
で
決
定

故
上
田
学
長
の
整
去
に
伴
ふ
後
任
学
長
に
関
し
て
は
文
部
省
の
新
制
度
適
用
の
最

初
の
も
の
と
し
て
全
国
的
に
注
視
さ
れ
学
内
で
も
静
観
を
持
し
て
ゐ
た
が
、
去
る

二
十
一
日
（
月
）
の
教
授
会
で
満
場
一
致
高
瀬
荘
太
郎
教
授
を
推
薦
し
故
学
長
の
遺

言
に
従
ひ
同
教
授
に
一
致
協
力
し
て
あ
た
る
こ
と
に
な
り
翌
二
十
二
日
文
部
省
へ
通

達
中
二
十
四
日
の
閣
議
に
附
議
さ
れ
学
内
事
情
等
慎
重
考
慮
の
結
果
後
任
学
長
は

高
瀬
教
授
に
決
定
、
二
十
五
臼
付
で
左
の
如
く
発
令
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
商
科
大
学
教
授
兼
付
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
瀬
　
荘
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
部
教
授
文
部
省
督
学
官

　
　
　
　
任
東
京
商
科
大
学
長
兼
教
授
（
一
等
）

略
歴
　
従
四
位
勲
三
等
、
静
岡
県
高
瀬
治
策
氏
長
男
と
し
て
明
治
二
十
五
年
三
月

出
生
本
年
四
九
歳
、
大
正
三
年
高
商
本
科
を
卒
へ
同
五
年
専
攻
部
銀
行
科
を
卒
同

六
年
高
商
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
七
年
米
英
独
仏
に
留
学
し
帰
国
後
九
年
に
専
門
部
教

授
、
十
二
年
に
大
学
助
教
授
昭
和
二
年
大
学
教
授
が
兼
専
門
部
教
授
に
任
ぜ
ら
れ

現
在
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
が
其
の
問
昭
和
八
年
に
「
グ
ツ
ド
ウ
イ
ル
の
研
究
」
で

商
学
博
士
を
授
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
尚
家
庭
は
富
美
夫
人
（
＝
…
）
の
外
二
男
あ
る
。

　
　
高
瀬
新
学
長
抱
負
を
語
る

《
前
略
：
・
第
八
巻
　
経
済
研
究
所

に
収
録
》

　
　
三
商
大
学
長
会
議

定
期
的
に
例
年
春
や
つ
て
る
が
今
年
は
昨
年
同
様
秋
に
や
る
こ
と
に
な
ら
う
。
神

戸
と
の
教
授
交
換
は
依
然
や
る
積
り
だ
が
大
阪
と
は
梢
困
難
な
の
で
は
な
い
か
。

　
　
予
専
両
主
事
の
手
腕
を
期
待

予
科
専
門
部
は
そ
の
独
立
性
を
十
分
に
認
め
堀
上
原
の
両
主
事
に
信
頼
し
て
お
り

自
由
に
手
腕
を
発
揮
し
て
貰
ふ
積
り
で
、
唯
学
部
と
交
渉
す
る
問
題
例
へ
ぱ
専
門

部
の
優
先
権
の
問
題
等
は
こ
ち
ら
で
も
話
を
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
特
別
に
今
注
文
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と
て
何
も
な
い
。

　
　
養
成
所
は
現
状
維
持

先
日
も
話
が
あ
つ
た
が
養
成
所
を
学
部
へ
入
れ
て
も
必
ず
教
育
界
へ
ゆ
く
様
な
制

度
に
な
ら
ね
ば
現
在
の
儘
で
止
む
を
得
ま
い
。
文
部
省
で
は
五
十
人
位
入
れ
て
は

と
い
つ
て
き
た
が
質
が
落
ち
て
も
困
る
が
大
体
数
は
も
つ
と
多
く
し
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
ふ
。

　
　
プ
ロ
ゼ
ミ
の
問
題

例
年
困
る
こ
と
だ
が
断
ら
れ
る
方
で
も
断
る
方
で
も
い
や
だ
が
現
在
の
制
度
で
は

止
む
を
得
ま
い
。
読
書
会
の
話
も
あ
る
が
十
五
人
の
制
限
を
二
十
人
位
に
増
し
た

ら
い
い
だ
ら
う
と
恩
つ
て
ゐ
る
。

　
　
留
学
生
は
厳
選
主
義

外
人
留
学
生
も
依
然
質
を
問
題
と
し
厳
選
主
義
で
や
つ
て
い
く
積
り
で
あ
る
。

予
科
の
特
別
科
に
就
て
は
文
部
省
へ
は
具
体
的
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り

予
算
等
は
今
月
中
に
作
る
様
に
堀
主
事
が
当
つ
て
ゐ
る
。

　
　
一
橋
寮
の
増
築

一
橋
寮
増
築
に
就
て
は
石
神
井
の
大
学
所
有
地
を
売
れ
ば
二
十
万
円
位
出
来
る
が

資
材
の
関
係
で
無
理
で
は
な
い
が
専
門
部
の
教
室
増
築
等
も
考
へ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
〇
八
号
（
昭
和
十
五
年
五
月
二
十
五
日
）

昭
和
十
六
年

ユ
学
園
、
報
国
の
態
勢
へ

　
一
橋
再
編
の
組
織
成
る

　
実
質
的
運
用
で
調
整

一
橋
新
体
制
問
題
は
既
報
の
如
く
再
編
成
の
基
本
方
針
確
立
し
、
専
門
部
報
国
団

団
則
は
す
で
に
決
定
、
予
科
も
殆
ど
成
り
、
学
部
及
び
一
橋
会
に
つ
い
て
は
鋭
意

規
則
作
成
を
急
ぎ
つ
つ
あ
つ
た
が
、
去
る
一
月
二
十
＝
百
（
木
）
二
十
四
日
（
金
）

二
十
五
日
（
土
）
の
教
授
学
生
合
同
小
委
員
、
二
十
八
日
（
火
）
学
部
学
生
研
究

委
員
会
、
二
月
一
日
（
土
）
の
三
科
教
授
学
生
合
同
委
員
会
に
於
い
て
既
報
の
学

生
案
を
中
心
に
審
議
検
討
一
橋
会
会
則
及
ぴ
学
部
報
団
団
則
最
後
案
を
作
成
、
一

橋
会
新
規
則
に
関
し
て
は
二
日
一
日
）
午
後
二
時
よ
り
如
水
会
に
於
い
て
開
催
の

一
橋
会
理
事
監
事
会
で
決
定
、
各
部
科
及
び
一
橋
会
会
則
は
そ
れ
ぞ
れ
各
部
科
の

教
授
会
の
承
認
を
得
て
去
る
五
日
文
部
省
へ
通
達
、
文
部
省
に
於
い
て
も
同
案
に

関
し
て
は
二
一
二
の
点
に
つ
い
て
字
句
を
修
正
し
た
の
み
で
全
面
的
に
認
可
す
る
に

至
つ
た
。
学
部
臨
時
総
会
は
去
る
六
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り
国
立
二
†
一
番
教

室
に
招
集
、
一
橋
会
新
組
織
成
立
の
経
過
報
告
後
、
学
部
新
組
織
案
の
論
議
に
移
つ

た
か
、
同
案
に
関
し
て
は
問
題
は
条
文
に
あ
ら
は
れ
た
組
織
そ
の
も
の
よ
り
も
む

し
ろ
そ
の
実
施
内
容
に
あ
り
、
不
備
な
る
点
は
今
後
の
運
用
に
よ
つ
て
改
善
調
整

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
条
文
の
一
部
を
改
正
し
て
全
面
的
に
学
部
報
国
団
団
則
と




